
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 岐阜県立斐太高等学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月４日（火）～６日（木） 

 
実 施 概 要 

① 授業公開の実施 
・１１月４，５日の午後の授業を保護者及び中学校職員・保護者を対象に
公開とし、参観した感想等をアンケート用紙に記入してもらう。 
② マラソン大会の実施（１１月６日）※安全の確保の観点から中止 
・安全確保をお願いすると同時に、生徒の姿を見ていただくため、保
護者および地域の方々の協力・参加を仰ぐ。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野  
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 １２ 人 

計  ２５ 人 
地域関係者 １３ 人 

 

実 施 状 況 

・１１月４日（火）と５日（水）の５限～７限の授業を全て公開し、本校
の保護者の方、中学校の保護者の方に自由に参観していただいた。授業
内容や生徒の様子、学校の施設・設備等についての感想をアンケート用
紙に記入してもらい、帰る際に提出していただいた。アンケート結果を
まとめ、職員会議で報告し課題を全職員で確認した。 

・マラソン大会は、例年になく熊の目撃情報が多かったため、予定通り実
施できるか検討を重ねた。その結果、コース変更などを実施しても生徒
の安全確保に万全を期すことが不可能であると考えられたため、今年度
は中止の決定をした。昨年までの実施に際しては、多くの保護者や地域
の方々にご協力いただきながら、良い交流の場となっていたことから残
念な結果となった。 

 

成果及び課題 

・授業公開は、昨年度に比べ参加者が少なかった。本校の保護者へのプリ
ント配布、ホームページへの掲載、中学校で実施する高校説明会時での
ＰＲ、中学校を通じての中学生の保護者への案内などで広報活動に努め
たが、思うように参加者が増加しなかった。今後は、さらに広報の方法
を工夫する必要がある。参加者の内訳は、本校の保護者が約半分である
が、まだまだ少ないため、公開内容の見直しも必要かもしれない。 

・参観された方の感想では、「授業参観の印象」で「良かった」という評価
が昨年度より２８ポイント減少し６８％、「生徒の様子」で「良かった」
という評価が昨年度より１２ポイント減少し８０％、「校内の施設・設
備、清掃等」で「良かった」という評価が５２ポイント減少し４４％と
なり、結果として全ての項目について評価が減少している。「授業参観の
印象」の評価が良くなかったのは、寒かったこともあり教室の扉が一部
ではあるが開かれてないことから教室に入りにくい雰囲気があったこと
が一因である。授業の内容に関するコメントには改善を求める記述は見
られない。「生徒の様子」に関しては、挨拶など基本的な生活習慣の充実
を求めるコメントが散見された。「校内の施設・設備、清掃」の評価が良
くなかったのは、ロッカーの整理整頓の改善を求める意見が複数あった
ことが原因と思われる。 

 


